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山王中学校の体育祭

　

一
昨
年
の
十
二
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
山

王
中
学
校
を
愛
宕
中
学
校
に
統
合
す
る
議
案
は

継
続
審
査
と
な
っ
て
、
昨
年
の
三
月
定
例
会
で

採
決
し
た
結
果
は
否
決
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
九
月
定
例
会
に
、
平
成
二
十
九

年
四
月
一
日
を
も
っ
て
両
中
学
校
を
閉
校
し
て

新
た
に
村
松
桜
中
学
校
を
設
置
す
る
と
い
う
議

案
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
年
来
の
懸
案
事
項
が
決
着
を
み
ま
し

た
。
新
し
い
中
学
校
も
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
溢
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
っ

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
を
も
っ
て
、
市
議
会
議
員
の
現
任

期
に
お
け
る
予
定
さ
れ
た
会
議
は
終
了
し
ま

し
た
。
四
年
間
の
任
期
中
に
お
け
る
会
議
は

定
例
・
臨
時
を
合
わ
せ
て
二
十
八
回
、
合
計

会
期
日
数
は
三
百
二
十
日
で
、
延
べ
会
議
時

間
は
約
二
百
五
十
時
間
で
し
た
。
審
議
件
数

六
百
五
十
九
件
の
う
ち
、
議
員
提
案
は
百
十
四

件
あ
り
、
延
べ
一
般
質
問
者
は
百
九
十
八
人
で

あ
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
活
力
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
支
援
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
四
年
間
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
来
月

三
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
新
五
泉
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
も
、
同
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
室
か
ら

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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平成27年 第４回

７月 ２議案を審議・可決

臨時会 五泉中学校の屋内運動場と校舎棟の大規模

改造工事契約

　平成27年第４回臨時会が７月27日に開かれました。

五泉中学校の大規模改造に関する屋内運動場及び渡り廊

下の建築工事と校舎棟の建築工事の契約締結が提案さ

れ、慎重審議の結果、可決しました。

議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
長

議第71号 工事請負契約の締結について 可決
五泉中学校屋内運動場大規模改造・渡り廊下棟増築工事（建築工事）
について、横山建設株式会社と１億6,956万円で契約を締結するもの
です。工事期間は平成27年12月20日までです。

議第72号 工事請負契約の締結について 可決
五泉中学校校舎棟大規模改造工事（建築工事）について、株式会社
近藤建設と１億9,440万円で契約を締結するものです。工事期間は平
成27年12月20日までです。

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
安
中
　
　
聡

２
佐
藤
　
　
浩

３
長
谷
川
政
弘

４
伊
藤
　
昭
一

５
松
井
　
　
聡

６
塚
野
　
　
弘

７
佐
藤
　
　
渉

８
平
井
　
敏
弘

９
牛
膓
　
利
栄

10
熊
倉
　
政
一

11
広
野
　
　
甲

12
剣
持
　
雄
吾

13
鈴
木
　
良
民

14
町
田
　
俊
夫

15
阿
部
　
周
夫

16
相
田
　
　
豊

17
長
谷
川
真
介

18
鈴
木
　
光
規

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
長

議第71号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※
１

議第72号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【〇：賛成、×：反対、―：棄権】議員別議案賛否一覧表

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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平成27年 第５回

９月 33議案を可決・承認

定例会 山王・愛宕両中学校の新設統合などの条

例改正、各会計の平成26年度決算、平

成27年度補正予算、被災した農業者支

援決議など

　平成27年第５回９月定例会が９月１日に招集され、９

月18日まで18日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告、当局報告の後、発議１

件と名誉市民の称号を贈る議案２件の可決に引き続いて

決算審査特別委員会を設置して平成26年度決算を付託

し、一般質問の一部を行いました。

　翌２日は引き続き一般質問を行った後、一括上程され

た16議案と請願１件の審査が常任委員会へ付託されまし

た。

　７日と８日には常任委員会が開かれ、10日、11日、15

日には決算審査特別委員会が開かれて、それぞれの委員

会で付託された議案の審査が行われました。

　最終日には決算審査特別委員会と各常任委員会の審査

報告が行われ、それぞれ原案のとおり可決・認定をし、

追加提案された一般会計の補正予算と発議２件を可決し

て閉会しました。

９月　１日(火)

２日(水)

７日(月)

８日(火)

10日(木)

　　　11日(金)

　　　15日(火)

　　　18日(金)

本会議（開会、会期決定、決算審査特別委員会付託、議案審議、

　　　　一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

本会議（委員会審査報告、質疑、採決、議案審議、閉会）

　９月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第73号
五泉市名誉市民の称号を贈ること
について

可決 元村松町長 故 阿部直之氏に五泉市名誉市民の称号を贈るものです。

議第74号
五泉市名誉市民の称号を贈ること
について

可決
前全国農業協同組合中央会会長 萬歳　章氏に五泉市名誉市民の称号
を贈るものです。

議第75号
五泉市個人情報保護条例の一部を
改正する条例の制定について

総務文教 可決
「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」の制定に伴って、特定個人情報の定義づけ及び適正な取
り扱いの確保等必要な事項を規定するものです。

議第76号

五泉市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の制定について

総務文教 可決

「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」の制定により、規定されている個人番号の利用や特定個
人情報の提供できる事務に関して、市の責務や利用範囲などの必要
な事項を制定するものです。

議第77号
五泉市職員の退職手当に関する条
例の一部を改正する条例の制定に
ついて

総務文教 可決
「被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部
を改正する法律」が施行されることに伴って、条例が引用する法律
の名称を改めるものです。

議第78号
五泉市行政財産目的外使用料条例の
一部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
関係法令の改正に伴って、条例の趣旨の規定が引用する条項にずれ
が生じるため、これを改めるものです。

議第79号
五泉市手数料条例の一部を改正す
る条例の制定について

市民厚生 可決

「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律」の施行に伴って、通知カード及び個人番号カードの再交
付手数料の規定を追加し、廃止される住民基本台帳カードの交付の
規定を削るものです。

議第80号
五泉市介護保険条例の一部を改正
する条例の制定について

市民厚生 可決
介護保険法施行令の改正に伴い、賦課期日後に境界層該当となった
人に係る保険料の算定について引用条項を改めるものです。

議第81号
五泉市立学校設置条例の一部を改
正する条例の制定について

総務文教 可決
山王中学校と愛宕中学校の新設統合に伴って、別表第２から両校の
名称と位置を削るものです。

議第82号
五泉市立学校設置条例の一部を改
正する条例の制定について

総務文教 可決
山王中学校と愛宕中学校を新設統合するため、別表第２に村松桜中
学校の名称と位置を追加するものです。

議第83号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第３号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に10億1,725万６千円を追加し、歳入歳出予算総額を
251億9,920万円とするものです。歳入の主なものは、市税、地方交
付税及び繰越金の追加などで、歳出は障害者地域活動支援センター 
虹工房の設計業務委託料、財政調整基金及び減債基金積立金の追加
などです。

議第84号
平成27年度五泉市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

市民厚生 可決

既決予算総額に3,402万７千円を追加し、歳入歳出予算総額を68億
305万３千円とするものです。歳入の主なものは国保連合会からの
積立資産の返還金による諸収入の追加などで、歳出では額の確定に
よる後期高齢者支援金等の減額と国県への負担金返還金等の追加の
差し引きなどです。

議第85号
平成27年度五泉市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

市民厚生 可決

既決予算総額に7,307万８千円を追加し、歳入歳出予算総額を61億
3,259万６千円とするものです。歳入の主なものは前年度繰越金の追
加などで、歳出では額の確定による国等への負担金返還金や一般会
計への繰出金による追加などです。

議第86号
平成27年度五泉市下水道事業特別
会計補正予算（第２号）

建設産業 可決
既決予算総額に320万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を32億
9,333万７千円とするものです。歳入の追加は一般会計繰入金で、歳
出では修繕料の追加と人件費の調整が主なものです。

議第87号
平成27年度五泉市簡易水道事業特別
会計補正予算（第２号）

建設産業 可決

既決予算総額から２億736万7千円を減額し、歳入歳出予算総額を
６億6,520万円とするものです。歳入の主なものは簡水統合整備事業
に係る国庫補助金と市債などの減額であり、歳出は簡易水道統合事
業費の減額です。

議第88号
平成27年度五泉市川東財産区一般
会計補正予算（第１号）

建設産業 可決
既決予算総額に17万８千円を追加し、歳入歳出予算総額を406
万２千円とするものです。歳入の追加は前年度繰越金であり、歳出
は歳入の追加を予備費で調整したものです。

議第89号
平成27年度五泉市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

市民厚生 可決
既決予算総額に1,067万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を４億
9,520万円とするものです。歳入の追加は前年度繰越金であり、歳出
の主なものは後期高齢者医療広域連合納付金などです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会，決算審査：決算審査特別委員会
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※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会，決算審査：決算審査特別委員会

提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第90号
平成26年度五泉市水道事業剰余金の
処分について

決算審査 可決
平成26年度の未処分利益剰余金７億2,767万864円について、1,000万
円を減債積立金に、１億5,426万7,864円を建設改良積立金に積み立
て、残余を繰り越すものです。

議第91号
平成27年度五泉市水道事業会計補正
予算（第２号）

建設産業 可決

収益的収支の収入予定額に178万6千円及び支出予定額に233万2千円
を追加し、資本的収支の支出予定額に4,450万円を追加するものです。
収益的収支は、消火栓維持管理に係る他会計負担金の追加と消火栓
修繕費の追加が主なもので、資本的支出の追加は配水管布設等工事
費です。

議第92号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第４号）

可決

既決予算総額に1,010万円を追加し、歳入歳出予算総額を252億930
万円とするものです。歳入の主なものは地域住民生活等緊急支援交
付金の追加で、歳出は子どもインフルエンザ助成費、農業信用基金
協会保証料補給金、五泉ニット製品開発事業補助金、ごせん桜アロ
マ商品開発支援補助金の追加などが主なものです。

認定第１号
平成26年度五泉市一般会計歳入歳出
決算の認定について

決算審査 承認

収入済額は246億1,749万9,841円、支出済額は237億9,918万4,610円
で、差引残額は８億1,831万5,231円となり、ここから繰越財源3,169
万3,960円を差し引いた翌年度繰越額は７億8,662万1,271円となりま
した。

認定第２号
平成26年度五泉市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は、58億8,151万5,729円、支出済額は58億8,051万6,097円で、
差引残額が99万9,632円となり、ここから繰越財源99万9,000円を差
し引いた翌年度繰越額は632円となりました。

認定第３号
平成26年度五泉市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は59億1,204万5,208円、支出済額は58億4,000万2,129円で、
差引残額は7,204万3,079円となり、ここから繰越財源110万円を差し
引いた翌年度繰越額は7,094万3,079円となりました。

認定第４号
平成26年度五泉市下水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は33億8,042万6,862円、支出済額は33億7,842万6,200円で、
差引残額は200万662円となり、ここから繰越財源200万円を差し引
いた翌年度繰越額は662円となりました。

認定第５号
平成26年度五泉市簡易水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は９億1,550万8,193円、支出済額は９億1,550万7,951円で、
差引残額は242円となりました。

認定第６号
平成26年度五泉市川東財産区一般
会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は413万1,285円、支出済額は21万832円で、差引残額は392
万453円となりました。

認定第７号
平成26年度五泉市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 承認
収入済額は4億7,101万8,094円、支出済額は４億5,994万1,978円で、
差引残額は1,107万6,116円となり、ここから繰越財源40万円を差し
引いた翌年度繰越額は1,067万6,116円となりました。

認定第８号
平成26年度五泉市水道事業会計決算
の認定について

決算審査 承認

収益的収支の収入は11億1,437万6,594円、支出は８億9,384万821円
で、消費税計算後の当年度未処分利益剰余金は７億2,767万864円と
なりました。
資本的収支の収入は４億3,368万125円、支出は10億3,248万3,802円
で、収入が支出に対して不足する額５億9,880万3,677円は、内部留
保資金等で補てんしました。

請
願
者

請願第５

「学費と教育条件の公私間格差是正
にむけ、私立高等学校への私学助成
の増額・拡充を求める意見書」の
採択に関する請願

総務文教 採択
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学校への私学
助成の増額・拡充を求める意見書」を採択のうえ、関係機関へ意見
書を送付するよう求めるものです。

議 

　
　
　
員

発議第７号
自然災害による農作物被害に対する
早急な農業者支援に関する決議

可決

厳しい農家経営が続くなか、８月25日から26日にかけての台風15号
による強風で稲、さといも、レンコンなどの農作物に大きな被害が
発生した。危機に直面する農家に、借入に対する利子補てんや返済
繰り延べなどの支援を早急に実施するよう求めるものです。

発議第８号
五泉市議会会議規則の一部を改正
する規則の制定について

可決
女性議員が出産のため本会議や委員会に出席できないときは、日数
を定めて、あらかじめ議長や委員長に欠席届を提出することができ
るよう改めるものです。

発議第９号

学費と教育条件の公私間格差是正
にむけ、私立高等学校への私学助
成の増額・拡充を求める意見書の
提出について

可決
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、国及び県に対して、私学
助成を増額・拡充するよう要望する意見書を提出するものです。
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い
と
思
う
が
、教
育
委
員
会
の
考
え
は
ど
う
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

統
廃
合
に
関
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を

見
な
が
ら
、
今
の
ま
ま
で
は
十
分
な
教
育
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
現
実
に
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
学
習
環
境
を
準
備
す
る
こ
と

が
責
務
で
あ
り
、
そ
れ
が
安
心
し
て
、
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
、
地
元
の
方
と
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
第
八
十
二
号　

五
泉
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

校
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
村
松
中
学
校
」
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
村
松
桜
中
学
校
」
と
な
っ
た
。
総
合

教
育
会
議
で
は
「
桜
」
と
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

村
松
地
域
の
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
構
成
し
た
検
討
会
議
で
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
桜
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
名

前
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
桜
中
学
校
」、「
村
松
桜
中
学
校
」
の
二

案
を
も
と
に
総
合
教
育
会
議
で
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、「
村

松
桜
中
学
校
」
に
決
ま
っ
た
も
の
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
八
キ
ロ
か
ら
九
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
生
徒
が
通
学
す
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
運
行
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

現
在
、
内
部
で
自
転
車
通
学
と
の
絡
み
も
含
め
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
の
遠
距
離
に
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
お
考
え
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
通
年
運
行
す

る
の
か
、
運
行
台
数
、
エ
リ
ア
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
、
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
総
務
課
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
七
十
五
号　

五
泉
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関
連

し
て
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
で
市
民
の
利
便
性
が
ど
の
よ
う
に
向
上
す
る
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は
来
年
以
降
に
具
体
的
に
な
る
よ
う
で
す

が
、
源
泉
徴
収
、
税
情
報
な
ど
で
、
市
の
証
明
等
に
つ
い
て
も
効
率
性

が
上
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
年
金
機
構
の
情
報
流
出
事
件
が
起
き
た
が
、
番
号
制

が
導
入
さ
れ
国
が
一
括
管
理
す
る
と
、
ど
こ
で
流
出
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
対
策
は
万
全
に
で
き
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

努
力
し
て
い
き
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
第
七
十
六
号　

五
泉
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

行
政
と
し
て
こ
の
対
応
を
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
民
間
企
業
も
同
じ
よ
う
に
事
務
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、市
内
の
企
業
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
画
政
策
課
の
質
疑
の
中
で
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
歳
入

の「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」三
千
七
百
六
十
万
円
の
増
額
に
関
連
し
て
、

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
六
月
で
も
補
正
し
て
い
た
が
、
予
算
の
計
上
は
い

く
ら
に
な
っ
た
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

歳
入
で
寄
附
金
の
ト
ー
タ
ル
が
予
算
上
一
億
千
八
百
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
寄
附
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
一
般
財
源
に
入
っ
て
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
見
え
な
い
部
分
が
あ
る
。
五
泉
の
未
来
の
た
め
に
使

い
ま
す
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
か
な
い
と
応
援
し
て
く
れ
た
人

た
ち
に
説
明
が
で
き
な
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
っ

て
い
ま
す
と
対
応
す
る
よ
う
な
や
り
方
を
早
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
、ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

こ
れ
だ
け
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

使
い
み
ち
に
つ
き
ま
し
て
も
、
く
だ
さ
っ
た
方
の
気
持
ち
を
表
す
た
め

の
方
法
等
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
九
月
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事

件
は
、

議
第
七
十
五
号
　
五
泉
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
十
六
号
　
五
泉
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
十
七
号
　
五
泉
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
十
八
号
　
五
泉
市
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
十
一
号
　
五
泉
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
十
二
号
　
五
泉
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
十
三
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

請
願
第
五
　
　
　
「
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間
格
差
是
正
に
む
け
、

私
立
高
等
学
校
へ
の
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
の
採
択
に
関
す
る
請
願

　

以
上
の
八
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書

及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

「
議
第
八
十
一
号　

五
泉
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
を
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
学
校
は
欠
か
せ
な

◎
鈴
木
　
良
民
　
　
　
相
田
　
　
豊
　
　
　
塚
野
　
　
弘
　
　
　
佐
藤
　
　
浩

○
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
長
谷
川
政
弘

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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ま
ず
、
市
民
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
二
十
七
年
度

五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う

ち
、
諸
収
入
の
国
保
連
合
会
積
立
資
産
返
還
金
三
千
三
百
七
十

万
円
に
関
連
し
て
、

　

積
立
金
で
返
還
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
仕
組
み
な

の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

法
人
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
保
連
合
会
が
収
益
事
業
を
行

う
場
合
、
原
則
、
課
税
と
い
う
取
扱
い
に
な
っ
た
が
、
診
療
報

酬
の
審
査
支
払
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
実
費
精
算
を
条

件
に
非
課
税
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
実
費
精
算
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

二
十
一
年
に
税
務
署
の
指
摘
を
受
け
、
昨
年
の
十
二
月
ま
で
、

厚
生
労
働
省
と
国
税
庁
が
協
議
を
重
ね
、
一
定
の
積
み
立
て
基

準
を
上
回
る
金
額
に
つ
い
て
、
臨
時
的
に
一
回
限
り
の
返
還
金

と
し
て
入
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
健
康
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
二
十
七

年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
う
ち
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
（
地
域
人
づ
く
り
事
業
）
五
百
三
十
七
万
九
千

円
に
関
連
し
て
、

　

平
成
二
十
六
年
度
に
社
会
福
祉
法
人
中
東
福
祉
会
に
委
託
し

た
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
過
年
度
支
払

い
で
、
事
業
は
平
成
二
十
七
年
三
月
末
で
終
了
し
た
が
、
請
求

書
が
未
提
出
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
二
十
六
年
度
内
の

支
払
い
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
、
委
託
先
と
協
議
し
、
こ
の

度
補
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け

て
、

　

今
回
、
内
訳
は
一
般
財
源
と
な
っ
て
い
る
が
、
緊
急
雇
用
事

業
は
国
か
ら
百
パ
ー
セ
ン
ト
お
金
が
出
る
と
思
う
。
昨
年
度
の

事
業
と
し
て
国
か
ら
お
金
は
も
ら
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

昨
年
度
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
県
を
通
し
て
、
一
〇
分
の

一
〇
の
補
助
金
と
し
て
収
納
済
で
、
そ
の
ま
ま
繰
り
越
さ
れ
た

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
環
境
保
全
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
諸
収
入
の
市

民
総
合
賠
償
責
任
保
険
金
に
関
連
し
て
、

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
風
に
よ
り
倒
れ
、
損
害
賠
償
事
件
が
起
き

て
い
る
が
、
当
市
で
は
、
そ
の
調
査
を
含
め
て
修
理
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

平
成
二
十
六
年
度
に
環
境
保
全
課
の
職
員
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
点
検
を
実
施
し
、
五
泉
地
区
で
九
五
九
本
、
村
松
地
区
で

五
八
二
本
調
査
し
ま
し
た
。

　

修
繕
が
必
要
な
個
所
は
、
五
泉
地
区
で
十
八
カ
所
、
村
松
地

区
で
も
十
八
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
五
泉
地
区
十
四
カ
所
、

村
松
地
区
十
カ
所
は
修
理
を
終
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
修
繕
の
予
定
で
す
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
破
損
が
あ
り
、そ
ち
ら
を
優
先
的
に
直
し
て
い
る
た
め
、

残
り
は
、
ま
だ
実
施
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
、
と
の
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
九
月
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
は
、

 

議
第
七
十
九
号
　
五
泉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
十
号
　
　
五
泉
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
十
三
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
八
十
四
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
八
十
五
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
八
十
九
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

以
上
の
六
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
安
中
　
　
聡

○
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
長
谷
川
真
介
　
　
　
松
井
　
　
聡

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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道
路
管
理
者
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
汚
水
管
路
の
マ
ン
ホ
ー

ル
と
舗
装
と
の
段
差
の
す
り
つ
け
、
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ

の
調
整
等
に
係
る
経
費
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

比
較
的
早
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
脇
が
陥
没
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
埋
め
戻
し
が
不
十
分
な
の
が
原
因
で
は

な
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

長
年
、
道
路
を
使
っ
て
お
り
ま
す
と
舗
装
が
摩
耗
し
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
の
高
さ
と
道
路
と
の
段
差
が
で
き
る
と
い
う
の
が

主
な
原
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
委
員
会
の
委
員
報
酬　

三
十
六
万
三
千
円
に
つ

い
て
、

　

当
初
予
算
で
五
回
分
を
計
上
し
て
、
今
回
さ
ら
に
五
回
分
を

追
加
補
正
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
何
月
頃
ま
で
に
終
了
す
る

計
画
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

八
月
ま
で
に
、
五
回
の
委
員
会
を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
委

員
の
方
に
は
お
お
む
ね
十
月
頃
ま
で
委
員
会
で
諮
問
案
を
討
議

い
た
だ
い
て
、
十
一
月
頃
に
は
諮
問
案
に
対
す
る
答
申
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
本
会
議
初
日
に
当

局
報
告
さ
れ
た
台
風
十
五
号
の
被
害
に
関
連
し
て
、

　

被
害
が
甚
大
で
あ
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
特
に
飼
料
米
や

加
工
米
を
出
せ
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

Ｊ
Ａ
の
集
荷
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
十
二
月
末
ま
で
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
今
年
よ
り
十
一
月
末
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
被
害
に
対
し
て
出
荷
量
を
調
整
す
る
、
い
わ
ゆ
る
作
況

調
整
を
行
う
に
は
、
共
済
に
お
け
る
減
収
の
確
認
が
裏
付
け
と

な
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
十
一
月
末
ま
で
に
減
収
が
確
定
す

る
の
は
難
し
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
と
最
終
的
に

農
家
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
協
議
し
て
お
り
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、商
工
観
光
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
補
助
金
二
百
五
十
万
円
に
関
連
し
て
、

　

本
会
議
で
、
今
回
の
強
風
被
害
を
受
け
た
方
に
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
補
助
制
度
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
一
回
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
人
は
も
う
使
え

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

一
回
使
っ
た
方
に
つ
い
て
は
使
え
ま
せ
ん
が
、
災
害
の
場
合

は
、
以
前
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
対
象
と
い
た

し
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
管
理
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
白
山
登
山
道

に
、
安
全
の
た
め
に
案
内
誘
導
柱
を
三
本
、
及
び
案
内
標
識
を

五
カ
所
に
設
置
す
る
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

今
ま
で
遭
難
し
た
方
と
い
う
の
は
、
何
月
頃
が
一
番
多
い
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
の
間
で
、
残
雪
の
あ
る

三
月
、
四
月
頃
が
一
番
多
い
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
、
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
先
の
登
山
者
が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
天
候
が
悪
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
早
め
の
設
置
を
願

い
た
い
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
九
月
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
は
、

議
第
八
十
三
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
八
十
六
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
八
十
七
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
八
十
八
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
川
東
財
産
区
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
九
十
一
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

　

以
上
、
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
上
下
水
道
局
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
汚
水
管
渠
維

持
管
理
事
業
の
修
繕
料
二
百
九
十
四
万
円
に
つ
い
て
、

◎
広
野
　
　
甲
　
　
　
鈴
木
　
光
規
　
　
　
熊
倉
　
政
一

○
平
井
　
敏
弘
　
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
　
伊
藤
　
昭
一

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）
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（◎委員長　○副委員長）

議
第
九
十
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て

　

以
上
の
九
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
は
、
去
る
九
月
十
日
、
十
一
日
、
十
五
日
の
三
日
間
に

わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
局
の
出
席
を
求
め
て
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
次
の
よ
う
に
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

一
．
違
法
と
認
め
る
事
項　
　
　
　
　
　
　
　

な
し

二
．
不
当
と
認
め
る
事
項　
　
　
　
　
　
　
　

な
し

三
．
特
に
留
意
す
べ
き
事
項　
　
　
　
　
　
　

な
し

四
．
監
査
委
員
の
審
査
意
見
に
対
す
る
意
見　

な
し

　

な
お
、
委
員
の
要
望
意
見
と
し
て
、

　

モ
ン
ゴ
ル
交
流
促
進
事
業
に
関
連
し
、
昨
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
文

化
フ
ェ
ア
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
外
の
方
々
と
の
交
流

は
、
考
え
方
や
文
化
の
違
い
か
ら
か
、
想
定
外
の
事
態
に
至
っ

て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
当
局
の
説
明
で
は
、
今
後
の
モ
ン
ゴ

ル
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
従
前
に
立
ち
返
っ
て
、
子
ど
も

の
交
流
を
中
心
に
考
え
て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、
国
際
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
に
進
め
る
よ
う
求
め
る
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
促
進
事
業
の
委
託
料
に
関

連
し
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
に
正
確
な
デ
ー
タ
を

得
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も
っ
と
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
た
事
業
執
行
を
す
る
よ
う
求
め
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
市
の
男
性
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
実
績
が

無
い
こ
と
に
関
連
し
て
、
男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
こ
と
で

も
あ
り
、
男
性
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
り
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
に
関
連
し
て
、

地
域
経
済
の
停
滞
が
続
く
な
か
で
、
市
民
に
と
っ
て
国
民
健
康

保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
負
担
は
大
変
重
い
も
の
が
あ
る
。
ど

ち
ら
も
市
民
生
活
に
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
制
度
で

は
あ
る
が
、
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
求

め
る
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
九
月
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、休
会
中
審
査
と
し
て
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
事
件
は
、

 

認
定
第
一
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
二
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
三
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
四
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
五
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
六
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
川
東
財
産
区
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
七
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
八
号  

平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◎
相
田
　
　
豊
　
　
　
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
松
井
　
　
聡
　
　
　
佐
藤
　
　
浩

○
広
野
　
　
甲
　
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
伊
藤
　
昭
一

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

審
査
報
告
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※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
※2　この議案は、議決に出席議員の3分の2以上の同意が必要な特別多数議決で、この場合は議長も表決に加わります。

【〇：賛成、×：反対、―：棄権】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
安
中
　
　
聡

２
佐
藤
　
　
浩

３
長
谷
川
政
弘

４
伊
藤
　
昭
一

５
松
井
　
　
聡

６
塚
野
　
　
弘

７
佐
藤
　
　
渉

８
平
井
　
敏
弘

９
牛
膓
　
利
栄

10
熊
倉
　
政
一

11
広
野
　
　
甲

12
剣
持
　
雄
吾

13
鈴
木
　
良
民

14
町
田
　
俊
夫

15
阿
部
　
周
夫

16
相
田
　
　
豊

17
長
谷
川
真
介

18
鈴
木
　
光
規

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第73号 五泉市名誉市民の称号を贈ることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第74号 五泉市名誉市民の称号を贈ることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第75号
五泉市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ×

議第76号
五泉市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ×

議第77号
五泉市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第78号
五泉市行政財産目的外使用料条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第79号 五泉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議第80号
五泉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第81号
五泉市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第82号
五泉市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※
１

議第83号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第84号 平成27年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議第85号 平成27年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

議第86号 平成27年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議第87号 平成27年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第88号 平成27年度五泉市川東財産区一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第89号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第90号 平成26年度五泉市水道事業剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第91号 平成27年度五泉市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第92号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 平成26年度五泉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第２号
平成26年度五泉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

認定第３号
平成26年度五泉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

認定第４号
平成26年度五泉市下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

認定第５号
平成26年度五泉市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

認定第６号
平成26年度五泉市川東財産区一般会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号
平成26年度五泉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 平成26年度五泉市水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第５
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学
校への私学助成の増額・拡充を求める意見書」の採択に
関する請願

採択 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

議
　
　
員

発議第７号
自然災害による農作物被害に対する早急な農業者支援に
関する決議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第８号 五泉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第９号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学
校への私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ○

※2
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請 願 に つ い て

発議・意見書について

　― 次の請願を採択しました。―

　― 次の発議を可決しました。意見書については、

　　　　　すみやかに関係省庁へ提出しました。―

◆請願第５

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等

学校への私学助成の増額・拡充を求める意見書」の採

択に関する請願

【提 出 者】新潟県私学の公費助成をすすめる会

　　　　　　会長　中村　直美

【紹介議員】長谷川政弘

◆発議第８号

五泉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ

いて

【提出議員】町田　俊夫 外６名

◆発議第９号

学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学

校への私学助成の増額・拡充を求める意見書の提出に

ついて

【提出議員】鈴木　良民 外５名

【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

　　　　　　文部科学大臣、総務大臣、財務大臣、

　　　　　　新潟県知事

一般質問（通告順）

　９月定例会では９人の議員が一般質問を行いました。通告順に質問者の氏名をお知ら
せします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 猪　熊　　　豊 ６ 安　中　　　聡

2 塚　野　　　弘 ７ 町　田　俊　夫

3 松　井　　　聡 ８ 広　野　　　甲

4 長谷川　政　弘 ９ 相　田　　　豊

5 剣　持　雄　吾

当局報告について
　定例会初日に市長から次のとおり当局報告がありまし

た。（概略）

◆職員による交通事故について

　去る８月19日の午後７時過ぎに、当市の職員が自家用

車で帰宅途中、新潟市秋葉区滝谷本町付近で、同区草水町

在住の女性と衝突しました。職員はすぐに消防、警察に連

絡し、女性は病院に搬送されましたが、残念なことにお亡

くなりになられました。日頃から交通安全について厳しく

指導してきたところであり、誠に遺憾に感じております。

　お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りするととも

に、今後このようなことがないように指導を徹底してまい

ります。当市としての職員の処分は、警察の調査が終了し、

処分が決定してから行いたいと考えております。

◆台風15号による強風被害について

　このたびの台風は、消防本部の観測で最大瞬間風速34

ｍを記録しました。

　公共施設の被害は、東小学校で屋根防水シートが剥離し、

他の建物でも屋根や外壁の一部が破損するなどの被害等が

発生しました。

　道路関係では、国道290号線の馬下橋でトラックが横転

し、長時間通行止めになりました。

　一般住宅では、トタン屋根の剥離が４棟あり、倉庫など

の屋根やシャッターの被害５件の報告も受けております。

　農作物の被害では、水稲に脱粒や白穂等の発生がみられ、

被災面積はおよそ1,300haと見込んでおります。畑作物の

主な被害は、さといもの葉の損傷や欠落等が78ha、れん

こんの葉の損傷等が10ha見込まれるところです。農業施

設では、パイプハウスのビニール破損39棟を確認してい

ます。

　今後は被害状況の推移を注視しながら、関係機関・団体

と連携し、対応してまいります。
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４年間のご支援に感謝申し上げます

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp
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も
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れ
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よ
り
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の
四
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議
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す
。

　

で
は
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市
議
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す
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し
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ま
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も
市
民
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皆
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参
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ま
す
の
で
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お
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い
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し

ま
す
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

佐
藤　
　

渉

　

副
委
員
長　

鈴
木　

良
民

　

委　
　

員　

鈴
木　

光
規

　
　

〃　
　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

熊
倉　

政
一

　
　

〃　
　

松
井　
　

聡

　
　

〃　
　

伊
藤　

昭
一

編

集

後

記


